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順位 都道府県名 一時停止率 

１ 長 野 県 ６８．６％ 

２ 静 岡 県 ５２．８％ 

３ 兵 庫 県 ４３．２％ 

   

32 滋 賀 県 １１．３％ 

 全国平均 １７．１％ 

※イラストはイメージ 

JAF(一般社団法人 日本自動車連盟)は今年８月に「信号機

のない横断歩道」における歩行者優先についての実態調査を

全国で実施しました。 

調査は各都道府県２箇所ずつ、信号機が設置されていない

横断歩道を通過する車両を対象（9,730台）に行ったところ、歩行

者が渡ろうとしている場面で一時停止した車は 1,660 台

（17.1％）で８割以上のクルマが止まらない結果となりました。 

横断歩道を横断中、左から来た車にはねられる 

交 通 事 故 現 場 検 証 
 

今年、草津市内の県道で６０歳代の男性が、

横断歩道を横断中に、左から走行してきた７０

歳代男性の運転する普通乗用自動車と衝突し、

亡くなられました。 

 

 

 

「信号機のない横断歩道」一時停止率は１７．１％ 

 歩行者も 

渡るときは 

意思表示！！ 

… … … 

滋賀県では                                  を実施しています。 

一時停止率 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

歩行中死者の法令違反別死者数比較（平成３０年） ※令和元年版 警察白書より抜粋 

 

 

歩行中に亡くなった方の違反状況をみると６５歳

以上の高齢者は「横断違反」が多い！ 

 

１． 夜は反射材を着用しましょう。 

２． 特に横断後半、左方向からの車両に注意しましょう。 

３． 車両が見えたら通り過ぎるまで待ちましょう。 

４． 横断歩道や歩道橋を利用しましょう。 

５． 信号無視は絶対にやめましょう。 

滋賀県内においても、横断歩道以外の道路を横断中に車両と衝突

する死亡事故が多く発生しています。 

全国 

高齢者以外(341人) 高齢者(65歳以上)(882人) 

 横断違反 

信号無視 

その他 

めいてい等 

 

違反無し 

※「横断違反」とは、横断歩道外横断、走行車両の直前直後横断等をいいます。 


